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序イギリスの小売業の近代化に関する研究は，
工業化に関する研究と比べ大きく後れをとり，
ようやく１９６０年代後半に始まった。その草分け
的存在の J.B.ジェフェリーズは，以後，長きに
わたり正統派の理論となった著書の中で，「イ
ギリス人は小売業についての研究を驚くほど無
視してきた。小売りは研究する価値のない，つ
まらない非生産的な活動だという誤った考えを
もっていたからだ」と主張している１）。ジェフェ
リーズの議論に批判を唱えた D.アレクサンダ
ーもまた「産業革命期はイギリス経済史におい
て，最も熱心に研究される時期の一つである。
農業，工業，貿易，輸送，銀行，人口に関する
単著や論文に加え，多くの通史が書かれてきた。
しかし国内商業については，卸売業も小売業も，
ほとんど書かれていなかった。」と小売業への
関心の低さを嘆いた２）。
研究はそれ以後徐々に進み，１９９０年代末には
『ビジネス・ヒストリー』でイギリス近代小売
業の出現についての特集が組まれるまでになっ
た。N.アレクサンダーと G.エークハーストは
その序論で「小売業は歴史学の中で，限られた
注目しか浴びてこなかった。小売業史はあまり
研究されてきてないが，まったく研究されてい
ないというわけではない」と，ジェフェリーズ
以後の研究動向を要約している３）。だが C.ファ
ウラーは同特集号の論文で「１８２０年半ば以降の
時期は注目されるようになってきた」としつつ
も，「それ以前は研究されないままの状態」と
記し，長い１８世紀のイギリス小売業の研究が手
薄であることを指摘した４）。
＊本研究は JSPS科研費 JP２５３８０４４４（基盤研究 C，H２５～２８）の助成を受けたものです。
＊＊専修大学経済学部教授
１）Jefferys（１９６６）.
２）Alexander（１９７０）.
３）Alexander & Akehurst（１９９８）.
４）Fowler（１９９８）.
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確かに長い１８世紀に関する商業史側の研究は
数えるほどしかなかったが，その一方で小売り
とそれに関連した問題について，商業史とは別
の分野の研究者によるアプローチも現れてきた。
１９８０年頃からイギリス史家の間で，近代以前の
消費文化の浸透や中間層の成長，それらを背景
にした都市化の研究が盛んになった。小売りの
場は，そうした研究対象と密接にリンクする消
費の場であり，レジャーや社交を伴う「楽しい
買い物の場」でもあり，消費史や都市史研究者
が注目するのも自然な流れであった。こうした
伝統的な商業史・流通史以外の分野からの研究
関心は２０００年以降もますます強まり，イギリス
小売業の研究は近年，学際的分野にまで成長し
てきている。
本稿では多様化する長い１８世紀のイギリス小
売業研究について，特に都市史側から見たサー
ベイを行う。まず，１９６０年代末から行われたイ
ギリス小売業の近代化の議論の要点をまとめ，
商業史の流れを追う５）。次に商業史だけでなく
消費史・都市史家も含む，長い１８世紀の小売業
の議論について述べる。その後，それらの従来
の議論に対する最近の批判や修正，そして新し
い研究対象や今後の課題についてまとめてみる
ことにしよう。
 １９世紀小売革命論：ジェフェリー
ズの議論とそれへの批判
イギリスの小売業の近代化についてはじめて
本格的に議論したのは，１９６６年に出版された
ジェフェリーズの著書であった６）。産業革命が
大量生産をもたらし，それが大量消費や小売革
命を引き起こしたという枠組みでの議論であり，
ジェフェリーズは産業革命以後の時期に注目を
して流通の変革を論じた。それは小売業の歴史
の新地平を開く研究であったが，産業革命のイ
ンパクトに注目した点では，産業革命研究を補
完する，あるいはその派生的研究という側面も
もったものであり，その限りで産業革命や経済
史家にとっても受け入れやすい説でもあった。
すぐに D.デイヴィスや P.マサイアスをはじめ
とする大勢の研究者がこの説に倣い，正統派の
議論となっていったのである７）。しかし同時に，
小売史研究にとっては，新しい問題が提起され
ることになった。１９世紀後半に起こった小売構
造の変化を支持する H.フレーザーは，「１８５０年
から１９１４年の期間の流通業の変貌は，小売業に
おける「革命」（この言葉は多用され過ぎるが）
をもたらすものである」と記しているが，小売
りの近代化の過程やその時期に関しては，今に
至るまで関心は高く重要なテーマの一つであ
る８）。
ジェフェリーズらは，１９世紀前半には小売業
はまだ伝統的な体制の下で機能しており，小売
業の近代化は１９世紀後半，とりわけ１８７５年以降
に進んだと考える。産業革命が１８３０年頃に一段
落したとはいえ，１９世紀前半はまだその成果が
広く及んではおらず，労働者の生活水準は低く，
消費財市場も未成熟であった。小売方法は伝統
的形態のままで，洗練されておらず，ウィンド
ー・ディスプレーでさえも大都市の大きな店を
除き見られなかった。取引は販売者と購入者間
の信用に基づいて行われ，値引き交渉が一般的
であったとされる。主として富裕階級が利用す
る常設小売店の中には小売り専業の固定店舗も
見られたが，多くは生産者兼小売業者 producer-
retailerであった。一方，多くの労働者は伝統
的な小売形態である週市や歳市などの市場や行
商人からの購入に依存していた。すなわち，１９
世紀前半には旧態依然の枠組みの中での小売業
の発展は見られるものの，構造変化を伴うもの
ではなかったと考えられたのである。
５）１９８０年代までのイギリス小売業研究の流れについて
は，以下に詳しい。徳島（１９８６）.
６）Jefferys（１９６６）.
７）Davis（１９６６）；Mathias（１９６７）.
８）Frazer（１９８２）.
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明らかに状況が変化したのは１９世紀後半に
なってからだった。積極的な広告の利用や，信
用や値引き交渉に代わる現金販売・正札制と
いった新しい販売方法が主流になった。小売り
専業の固定店舗が優勢になり，それらは都市の
通りや区画など，ある特定の場所に集中して立
地した。最大の変化は，購買力を高めた労働者
に向けた，新しい型の小売店舗である生活協同
組合やチェーン店などの大型小売組織が出現し
たことで，その最たるものがデパートであった。
これらはまさに小売りの革命的な変化，すなわ
ち小売革命といえるものだった。
こうした正統派の議論に異論を唱えたのは，
しばしばジェフェリーズ論への対立構図の中で
理解される D.アレクサンダーである９）。彼は，
産業革命と流通革命が直接対応するものとは見
なしておらず，産業革命の終了を待つことなく，
労働者ら一般大衆のニーズによって小売業の変
化が見られたと考えた。労働者たちへの食料品
供給を担ったよろず屋の広範な普及に着目
し，１９世紀前半に小売革命の時期があったと捉
えたのである。アレクサンダーは，１８２０年代か
ら１８４０～５０年代にかけての人名録では小売店舗
の掲載数が増加しており，その増加率は人口増
加率よりも上回っていた事実をつきとめた。ま
た，店舗小売商の中でも，とりわけよろず屋の
急成長が顕著であった。それらの変化に加え，
定価販売等の近代的な小売方法もすでに出現し
ていた。こうしたことから，労働者の日用品流
通も，１９世紀初期の都市では店舗小売業を基礎
としており，「近代的流通」は１９世紀初期に成
立したと議論したのである。
アレクサンダー以外にも１９世紀の前半を近代
的小売業の分水嶺と考える者が出てきた。A.ア
ドバーガムは，衣料品流通では１８世紀の間は何
の変化も起きず，ナポレオン戦争終了後に新し
い型が出てきたとする１０）。J.ブラックマンもま
た，１９世紀前半にはすでに都市労働者への食料
品の供給の仕方に大きな変化が生じていたこと
を指摘した。ジェフェリーズの議論では，１９世
紀後半まで労働者は一般に店舗から食料品を調
達することはなく，食料品部門の最も重要で大
きな変化は１９世紀後半，とりわけ労働者向けに
大型店舗が輸入食材を扱うようになってからだ
とされたが，ブラックマンは，１８３０年代までに
出現した生鮮食品や加工食品，関連する生活雑
貨等様々な商品を扱う新しいタイプの総合食料
雑貨商，すなわち「ジェネラルストア」や「ショッ
プキーパー」と呼ばれるよろず屋の普及に，よ
り大きな変化を見出している１１）。
しかし，ジェフェリーズをはじめとする「小
売革命」論者が１９世紀前半に関しては精査しな
かったのと同様に，１９世紀前半に注目するアレ
クサンダーらの説もまた，１８３０年以前の時期に
関するサーベイは十分ではなかった。このよう
に，イギリス小売業の近代化を産業革命と大量
消費の枠組みから議論をしてきた２０００年頃まで
の商業史サイドからの研究は，主に第一次産業
革命の終了以降の時期に注目しており，それに
先立つ「１８世紀の地方都市の小売店主に関する
情報はほとんどないに等しく，ロンドンに関し
てさえほんの少しだけ叙述があるくらい」で
あった１２）。したがって，産業革命期を含む長い
１８世紀の小売業は伝統的で洗練されていないも
のと理解されることがほとんどだった。
だが１９８０年代頃から少しずつ，長い１８世紀に
注目した実証研究がなされるようになり，１９世
紀を小売業の転換期とする伝統的な見解に異を
唱える研究が現れてきた１３）。その代表者 H. & L.
９）Alexander（１９７０）.
１０）Adburgham（１９６４）.
１１）Blackman（１９６７）．小売業発展の国際比較（イギリ
ス，ドイツ，カナダ）も試みられたが，対象期間
は１９世紀から第一次世界大戦期までである。Benson
& Shaw（１９９２）.
１２）Mui & Mui（１９８９）, p.４.
１３）５００年の期間に渡る長期のイギリスの小売業の変遷
について注目する者も現れた。Benson & Ugolini
（２００３）.
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ミュイは「工業部門の爆発的な発展よりもずっ
と以前に，すなわち１８世紀末までには，静かな
革命が進行」していたとする。人名録や店舗税
を分析した結果，１８世紀の段階で，市場や行商
人といった伝統的供給者に代わって，固定店舗
が都市でも農村でも広く存在していたことがわ
かった。また，単に店舗数が増えるだけでなく，
店舗主の性格も変化したことを明らかにした１４）。
I.ミッチェルや R.スコラはミッドランドやイン
グランド北西部のいくつかの都市の１８世紀の小
売業の状態を比較分析した結果，市場と行商人
に依存するだけでなく，かなり高度に発達した
小売りシステムが展開されており，富裕者だけ
でなく一般大衆もそれらを利用していたことを
明らかにした１５）。さらにファウラーは，研究対
象が集中する傾向があった新興工業都市や大都
市ではなく，イギリス南部の中規模都市サザン
プトンを事例にとり，そこでも新しいタイプの
小売店や近代的な小売技術の革新が見られたこ
とを実証した１６）。A.ベネットは，イギリス北部
のハルの小売業を詳細に研究し，街路市などの
伝統的な小売形態は重要性を保っていたもの
の，１８世紀末から１９世紀初めにかけて，常設小
売店が増加し近代的な販売方法も導入されるな
ど大きな変化が見られることを指摘した。そし
て，それが例外ではなく，全国的な小売業の変
化の時期と一致していると結論づけた１７）。
 １８世紀の小売業研究の背景：商業
史以外の分野からのアプローチ
このように，長い１８世紀のイギリス小売業に
関する研究は商業史の領域でも見られるように
なったが，この時期の研究を大きく動かすこと
になったのは，商業史とは別の研究の流れ，消
費史や都市史などを中心とする研究者たちで
あった。ここでは新しい小売業研究の背景と
なった歴史学の動きを簡単に見ておこう。
１９８０年代以降，イギリスでは，近世イギリス
の消費社会化と，自立する中間層の創出と成長
についての研究が大幅に進んだ１８）。とりわけ消
費研究では，伝統的なサプライ・サイドからの
アプローチ，すなわち産業革命と消費を関連さ
せる枠組みをはずし，消費を独立した要因とし
て扱うアプローチが試みられた。従来，消費の
拡大は産業革命を通じての大量生産に起因する
ものと考えられていた。しかし，産業革命以前
に，プロト工業化や商業革命を引き起こした外
国貿易の拡大によって，イギリス国内に流通す
る商品の種類や量は大幅に変化・拡大し，それ
に伴い，消費文化がイギリス全国に普及し，消
費財に対する嗜好や流行の変化が消費を拡大す
る要因となる社会になったと議論されたのであ
る。
こうした研究の先駆者は N.マケンドリック
であり，イギリスではまさに１８世紀に消費者革
命が起こり，近代的な消費社会が誕生したとし
た１９）。こうした文化はまず上層の人々に定着す
るが，かつては一部のエリートに限られていた
消費や流行への関心が，社会的模倣を通じて，
より下位の階層にまで広がっていくという点を
１４）Mui & Mui（１９８９）．C.シャマスもまた１８世紀にお
ける小売店の普及について言及している。Shammas
（１９９０）.
１５）ミッチェルは１９８０年代以降に，いくつもの事例研
究を発表した。その一例は，Mitchell（１９８１）であ
る。この時期以降になされたいくつもの事例研究
は後に以下の著書に反映された。Mitchell（２０１４）．
スコラに関しては以下の文献を参照せよ。Scola
（１９７５），（１９９２）．
１６）Fowler（１９９８）.
１７）Bennett（２００５）.
１８）中間層研究に関しては，さしあたり，以下の文献
を参照せよ。Earle（１９８９）；Barry & Brooks（１９９４）；
Hunt（１９９６）；関口・梅津・道重（１９９９）；D’Cruze
（２００８）．
１９）McKendrick（１９８２a）.
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強調するものであった。滴下理論とも呼ばれる
この普及の仕方の説明は社会的・文化的視点か
ら理論化されたもので，需要と供給の関数関係
という経済的な視点からの説明とは異なるもの
であった。J.ブルーワや P.ラングフォードもマ
ケンドリックに続き，消費文化の広がりを補強
する研究を行った２０）。
しかし，消費文化の下位の階層への滴下に関
しては批判も多く出てきた。M.バーグは洗練
性，上品さ，趣向といった中間層独自の価値観
が消費に対する意識を変化させ，時には模倣や
代替品，発明品も含め，中間層の消費が拡大し
たと主張した２１）。J.デ・フリースは，労働者の
生活水準がほとんど変化しない中で一般大衆の
消費が拡大した理由に「勤勉革命」をあげてお
り，従来は自家生産に強く依存していた世帯も，
新しい消費財を含むより多くを貨幣と市場を通
じて獲得するようになったことをあげる２２）。
１７世紀から１８世紀前半における中間層の所有
物の変化については，L.ウェザリルや H.フレ
ンチ，M.オヴァトンらが実証研究を行ってい
る。主に遺産目録を利用した分析であるため，
遺産目録があまり残されなくなった１８世紀後半
に関しては触れられていないが，いずれの研究
も消費の拡大を示唆するものである２３）。一方，
下層や一般大衆の消費については，衣料に限定
される傾向があるものの，いくつかの研究がな
された。B.レミアは富裕者層向けの新品の商品
市場と，一般大衆向けの中古市場という，二層
の消費が見られたことを主張した２４）。また J.ス
タイルズは非日常品の購入は富裕者層に限られ
ることはなく，労働者たちも彼らの身の丈に
合った消費をしていたことを示した２５）。また，
材質違いや異なる衣類の組み合わせでファッ
ションを庶民向けに組み直すことによって，一
般大衆の中にも消費文化が着実に浸透していた
ともされる。
消費社会化が最も進み，消費の舞台となった
のは都市であった。１７世紀末以降，イギリスの
都市では新しい生活様式や社交，娯楽を提供す
るような場所や建物，インフラの建築・整備が
進んだ。商工業者の居住する都市は生産と交換
の場所であるばかりでなく，新しい欲望と必要
を満たすための空間となっていった。このよう
な余暇的都市空間では洗練された上品な空間が
創造されたが，その震源地となったのは，イン
グランドの人口の十分の一を占める巨大都市ロ
ンドンであった。しかしそうした動きはロンド
ンに限られなかった。地方都市は富裕な農村
ジェントリ層をひきつける目的で，宮廷文化の
流れをくむロンドン発のファッショナブルな文
化を取り入れるが，これらは社会的模倣を通じ
て，地方都市や中間層へ滴下していったとする。
P.ボーゼイはこの現象を「イギリス都市ルネサ
ンス」という言葉を使って説明した２６）。しかし
この議論にも多くの批判や修正が寄せられ，都
市ルネサンスをより広義に捉える考え方が優勢
になってきた。なかでも，都市ルネサンスの時
期設定の問題２７），対象となる都市の広がり（レ
ジャー都市だけなのか，伝統的な港湾都市や新
興の工業都市にまで及ぶのか）の問題２８），快適
な空間を形成するための都市当局や委員会，任
２０）Langford（１９８９）；Brewer（１９９７）.
２１）Berg（２００２）,（２００４）,（２００５）；Berg & Eger（２００３）.
２２）De Vries（２００８）.
２３）Weatherill（１９８８）；Overton, Whittle, Dean & Hann
（２００４）；French（２００７）.
２４）Lemire（１９８８）, pp.２―３.
２５）Styles（２００７）.
２６）Borsay（１９８９）．ボーゼイの議論とその批判に関す
る詳しい内容は以下を参照のこと。小西（２０１５），
pp.４―９.
２７）ボーゼイの時期設定（１６６０年～１７７０年）よりも，
始まりも終わりもさらに遅い時期を考える研究者
が増えている。都市ルネサンスの第二波という捉
え方をしたのは，ベケットやストバートである。
Beckett & Smith（２０００）；Stobart（２００２）.
２８）McInnes（１９８８）；Beckett & Smith（２０００）；Schwarz
（２０００）；Smith（２００７）；Stobart & Schwarz（２００８）.
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意団体による都市改良の動きとの関連といった
点から，都市ルネサンスの現象をより広くとら
える視点や２９），都市の新しい文化が農村ジェン
トリや首都ロンドンの模倣ではなく，中間層の
消費社会意識や自負心を反映するものであると
いう指摘は重要である３０）。
 長い１８世紀における「近代的」小
売業の展開
こうした長い１８世紀の消費社会化や中間層の
拡大，そして，それを背景に進行する都市ルネ
サンスとの関連で，新しいファッショナブルな
小売店舗に注目する研究がたくさん現れた。１９
世紀前半を対象とするものと比較して，長い１８
世紀の小売りの研究が始められたのは遅かった
にも関わらず，近年その研究の数では１９世紀前
半のものをしのぐ勢いである。
１８世紀の小売業の研究の主たるテーマは，首
都や地方都市における近代的小売方法の出現で
あり，多くの事例を示すことに成功した３１）。流
行品や奢侈品，高級品，輸入品を売る小売店舗
では，消費のモードの変化に敏感に対応しなが
ら，新奇な流行品を顧客に勧め，購入を促して
いた３２）。ロンドンにあるウェッジウッドのウェ
アハウスでは，自社製の商品だけでなく様々な
新奇な商品を一緒に並べ，新しい生活スタイル
の型を紹介するような展示を行っており，また，
請求書には現金即売であることを誇らしげに
謳っていたことはよく知られている３３）。現金即
売は１８世紀末までに，ウェッジウッドのような
大企業家だけでなく，社会的地位があまり高く
ない者たちを顧客対象にしていた服地商の間に
も広く普及していた３４）。目をひくようなウィン
ドー・ディスプレーをもつ店舗は新聞でもよく
話題になったし，客足を戻すためには真っ先に
展示方法の見直しが要求された３５）。こうした定
価販売や現金販売，得意客に限定しない販売，
商品広告や店舗広告３６），ウィンドー・ディスプ
レーや店舗構造・陳列の仕方を工夫した販売促
進など，近代的小売方法は１８世紀に，ロンドン
のみならず全国に広がっていたのである。さら
にロンドンに限定するならば，１７世紀の王政復
古期にはすでに小売りの近代化が見られた。王
立取引所やウェストミンスター・ホールなどの
ロンドンのショッピング・ギャラリーでは，ヨ
ーロッパや植民地からの輸入品を含む新しい奢
侈品や流行品が売られていた。ギャラリーの各
店舗ではウィンドー・ディスプレーがほどこさ
れ，店内には趣味の良いインテリアや家具が備
えつけられるなど，洗練された雰囲気で顧客を
ひき寄せていた３７）。
店舗での買い物は，顧客にとって，経済的行
為というだけでなく文化的・社会的行為でもあ
る３８）。顧客は店内の商品をブラウジングし，い
くつもの店をウィンドーショッピングしながら
商品の比較をして，価格や質や流行性などを確
認した。店主や客同士の会話を通して商品情報
を得ることも多く，店主や常連の顧客との信用
を築き社会的関係を強めておくことも重要で
あった。「商品を見て歩き，交渉して買う browse
& bargain」ことが当時の買い物の基本であっ
たが，買い物で失敗しないためには，相応の知
識と経験が必要だった３９）。こうした行為は，よ
２９）小西（２０１５）.
３０）Barry（１９９１）,（２０００）；Sweet（１９９７）,（１９９９）；Ellis
（２００１）,（２００３）.
３１）代表的なものをいくつかあげると，Walsh（１９９５）,
（２００６）；Stobart, Hann, & Morgan（２００７）；Stobart
（２００８）などがある。
３２）McKendrick, Brewer & Plumb（１９８２）.
３３）Ibid.
３４）Stobart（２０１５b）.
３５）Ibid.
３６）多様な広告を詳細に分析した研究として，以下を
参照のこと。McKendrick（１９８２b）.
３７）Walsh（２００３）；Peck（２００５）.
３８）Cox & Dannehl（２００７）, esp. Ch.７；Stobart et al.
（２００７）, esp. Ch.６.
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り良い商品を良い条件で購入するという経済的
な目的を満たす一方で，「楽しみのための買い
物」というレジャー行為でもあった。また，流
行の衣装に身を包み社会的顕示を望む顧客に
とって，小売店舗は恰好の場であった。店主を
相手に，または同じような社会的地位をもつ客
同士が会話をしながらする買い物は，重要な社
交の場にもなりえたのだ。店主はこうしたレ
ジャーや社交目的の顧客を満足させるためにも，
店のレイアウトやデザイン，商品の陳列を工夫
するなどの対応をはかったのである４０）。
それらは，産業革命に伴う小売革命，大量消
費や大量販売とは無縁なものであり，「近代的
な」小売りのテクニックが，１８世紀の社会経済
的・文化的状況の中で生まれたことを示唆する
ものであった。
 １８世紀における小売りの近代化論
への批判
ジェフェリーズ以来，小売業の近代化のメル
クマールの一つとされてきた「近代的」小売方
法の諸要素が，すでに１８世紀に出現し，それが
慣習的な手法に次第にとって代わり，小売業の
近代化につながったとすれば，小売革命の起源
は１８世紀にさかのぼるといえないこともない。
しかし，こうした小売りの近代化の時期や過程
をめぐる議論に対しては，いくつかの批判や見
直し論が出されてきた。第一に，１８世紀に見ら
れる新しい小売手法をもって，小売りの近代化
が始まったといえるかどうか。第二に，そうし
た小売りの手法は，「革命」の名に値するほど
急激な変化であったかどうか，第三に，小売り
の発展の仕方を一つのグランド・ストーリーで
語れるのか，そして第四に，小売りの発展は直
線的に進化し続けたのかという点である。
前述のように，消費史・都市史分野の研究者
が長い１８世紀におけるイギリスの小売業史を積
極的に追究するようになったきっかけは，１８世
紀消費者革命であった。１８世紀小売革命説の背
景には，消費社会化する都市空間で，余剰を手
にした中間層のための買い物空間を提供する中
で小売革命も進行したとの暗黙の推論があった。
しかし，実際のところ，消費者革命と小売革命
を関連づけて正面から議論した試みはほとんど
ない４１）。消費者革命と小売革命の間に何らかの
関連性があることは否定できないが，イギリス
の消費者革命は，その直後に小売革命を引き起
こすようなものであったのだろうか。消費者革
命と小売業の関係については，イギリス以外の
ヨーロッパ都市についても研究が進められてい
る。実際，アントワープで消費者革命が起こっ
たのは，小売りの変化よりもずっと以前のこと
だった。アントワープの消費者が必要としたの
は，ますます大きくなる商品の世界を適切に案
内できる，信頼に値し，知識豊富な店主であっ
たが，小売方法は革新的ではなかった４２）。また
新商品は新しいタイプの小売店で売られるとは
限らず，中古取扱店を含む，伝統的な店で売ら
れる場合が多数であり，消費者革命と小売革命
が同時進行したと，必ずしも考えられるわけで
はない。
確かに，長い１８世紀には全国で小売店舗が増
加し，様々な近代的要素が見られたことは多く
の研究者によって実証されてきた。しかしスト
バートは，そうした証拠はあるものの，そこか
ら一般的な結論を引き出すのは難しいとする４３）。
一つには，史料の入手のしやすさもあり，事例
の多くが，例外的な先進性をもつロンドンに立
地する流行品店であることがあげられる。地方
都市でも「ロンドンで流行の方法」「当世風」
の商売を行っている事例は指摘されているが，
ロンドンほど洗練されてはおらず，その上，事
３９）Jackson & Thrift（１９９５）, pp.２０４―３８.
４０）Walsh（１９９５）；Cox（２０００）, esp. Ch.３；Berry（２００２）.
４１）Stobart（２０１０）, p.３４３.
４２）Blondé & Van Damme（２００７）.
４３）Stobart（２０１０）.
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例数も少ない。たとえば店内ディスプレーは全
国で見られたが，ロンドンでは店内を装飾し，
顧客がブラウジングを楽しめるような工夫やく
つろげるような家具も設置され，明らかに顧客
の社交やレジャーへの欲求を満たす努力がなさ
れていた。しかしその一方で，地方都市では商
品用の棚や引き出し，カウンターといったシン
プルな家具が置かれ，商品が陳列されているだ
けであった。
また，たとえ近代性の要素があっても，その
程度は１９世紀とは単純に比較できない。たとえ
ば，新聞広告は１８世紀にも多く見られるが，い
ずれもかなり型にはまった宣伝文句を使ってお
り，１９世紀の多様な洗練した広告からはかけ離
れていた４４）。さらに，近代的な要素があちこち
で見られる当世風の店舗であっても，きわめて
個人的で親密な店舗空間を演出することが１８世
紀の経営の基本であり，信用関係を一層重視し
た伝統的な売り方で対応していることが多い。
１９世紀以降の店舗のもつ近代性が，売り手と買
い手の非個人的な売買空間や標準化された大量
生産と大量消費を前提として経営されるものだ
とすれば，それとは異なるものであった４５）。
こうした批判は，１８世紀に伝統的な小売業が
近代的なものに大きく変換する転換点があった
かどうか，という第二の批判につながる。既述
のように，小売革命の時期については，大きく
分けて，１９世紀後半，１９世紀前半，そして１９世
紀以前の３つの時期で議論されてきた。しかし，
最近の研究では，「伝統的」なものが「近代的」
なものに大きく移行するターニングポイントの
特定は難しく，「伝統的」と「近代的」の二分
法の見直しが必要という見方が強まってきた。
すなわち，小売りの近代化の過程は―工業生産
における産業革命のような―大きな革新的変化
を伴うものではなく，緩慢な進化であったとす
る４６）。伝統的な段階を担っていた市場の露店や
行商人は，職人兼小売商の営む常設小売店舗や
よろず屋が徐々に代替するようになり，それが
専門小売店になり，さらにバザールや大型小売
店舗のチェーン店，生活協同組合，そしてデパ
ートへとその形態を進化させる。また，露天商
の集まる市場広場や街路市は，買い物通りやア
ーケード，もしくはショッピングセンターやモ
ールへと替わっていく。しかしこのような変化
は，一斉に起こったわけではなく，従来，小売
りの近代化の革命的転機として見られていた
チェーン店やデパートの出現も，長期にわたる
漸進的変化の一コマとされるのである４７）。また，
新しいものが出現したからといって，伝統的な
ものはすぐに淘汰されるのではなく，二つは長
い間，補完関係にある場合がむしろ多い４８）。
さらに，イギリス小売業の発展を一つの「大
きな物語」で語り，業種や地域の別なく一律に
議論することへの批判もある４９）。実証研究が進
むにつれ，小売業の近代化の過程や速度には地
域差が大きいことが明らかになってきた。近代
化の最先端はロンドンであり，１８世紀前半，D.
デフォーが地方都市をロンドンと比べ，地方の
レベルの低さに苦情を述べたのは有名である。
比較研究がなされるにつれ，地方都市の間でも
近代化の過程の違いが浮き彫りになってきた。
ストバートらはイングランド北西部のランカ
シャーとチェシャーに焦点をあて，さらにその
中でも大きな商業センターであるリヴァプール，
州都市のチェスター，中小都市のナントウィッ
チを比較検討した結果，近代的な小売りの要素
はほとんどの都市で１８世紀に見られたが，どの
４４）McKendrick（１９８２b）.
４５）道重（２０１３）, pp.６１―２.
４６）M.J.ウィンスタンリーは，１８世紀末以前から近代
的流通部門の基盤が作られていたが，それが「流
通革命」的なものではなく，緩慢な変化の一段階
であったと，比較的早い時期に主張している。Win-
stanley（１９８３）；Cox & Dannehl（２００７）.
４７）Stobart & Hann（２００４）.
４８）Blackman（１９６７）；Stobart（２０１２）.
４９）Mitchell（２０１４）；Stobart（２０１５a）.
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程度普及しているか，どのくらいの規模で見ら
れるかは，都市間の位階構造の中でのそれぞれ
の都市の位置の違いによるところも大きいこと
を示した５０）。
しかし，必ずしも首都ロンドンが常に最先端
の段階にいるとは限らない。１９世紀後半，チェ
ーン店や生活協同組合が新興工業都市で急激に
成長していたにも関わらず，ロンドンでの普及
は遅れていたことにもそれは示されている５１）。
市場や行商人と常設小売店の混在は長期にわた
り続いているが，庶民は前者，エリートは後者
という社会層による使い分けだけでなく，庶民
の中でも両方を利用しつつ，購入する商品に
よって，前者と後者を使い分けていた。それぞ
れの場所の特性や置かれた環境に合った形態が
選択されるため，ある側面は早い段階で近代化
するが，ある側面はずっとそのまま残り続ける
こともある。取り扱っている商品の種類や業種
によっても，近代化の過程やタイミングは異な
るものである５２）。生鮮食品はかなり遅い時期ま
で市場の露店や行商人が扱っていたが，逆に高
級な衣料関連商品や加工品は，真っ先に小売店
舗で売られるようになった。よろず屋と一言で
いっても，比較的大きい店では現金販売に移行
するが，小規模な店では１９世紀末でも昔ながら
の信用販売が残り続けた。このように，近代化
の過程は地域や職種，店舗のランクの違いに
よって多様であった。
そして第四に，小売業の近代化は先行研究が
想定するほど一様で一方向的で直線的な進化で
はなく，むしろより複雑で蛇行的あるいは循環
的であったという点が主張されるようになって
きた。非連続的な段階的発展のモデルで説明し
きれない側面をもちあわせることが明らかに
なってきたのだ。たとえば，ロンドンのランベ
スでは１９世紀初期にすでに小売店舗が集まる通
りがあったが，貧困層の人口流入に対応するた
めに，１８２０年以降に非公認の街路市が自然と形
成された５３）。この例では，伝統的な市場が消え
て，その替わりに店舗が出現するという順序が
逆転しており，伝統的な要素も形を変えつつ，
存続したり復活することが強調される５４）。伝統
的な小売りの場や手法は新しい小売形態との関
係を調整・構築しつつ存続しうるのである。し
たがって，こうした過程をとらえるには，直線
的な進化や非連続な段階よりもむしろ，伝統的
な交換の場に加えて新しい小売り・商業の空
間・方法が折り重なっていく，という「多層化
multi-layers」モデルと呼びうる見方の方がよ
り適切なのかもしれない。
 新しい研究対象・今後の課題
小売業の歴史への関心は近年，かつてないほ
ど高まってきている。ウルバーハンプトン大学
を拠点として１９９８年に設立された小売史・流通
史研究センター CHORD５５）は，本稿で紹介した
ものも含め，多くのモノグラフや論文集を次々
と刊行しているし，２０１５年には小売史研究に特
化した雑誌の発刊も始まった５６）。かつては商業
史，流通史研究の小さな支流でしかなかった小
売業の歴史は，歴史学の様々な流れと合流し，
一つの新しい本流を生み出しつつあるとさえい
える。学術的な研究が進む中で，都市史の側か
らはどのような方向性が見出せるだろうか。筆
者自身の研究成果も踏まえながら展望してみよ
う。
都市史から長い１８世紀の小売業を見るときに
重要な視点として，次の二つの点があげられる。
一つは，店舗の売り場だけでなく，カウンター
５０）Stobart & Hann（２００４）.
５１）友松（２０１６）.
５２）Winstanley（１９８３）；友松（２０１６）.
５３）友松（２０１６）.
５４）Mitchell（２０１４）；Stobart（２０１５a）.
５５）CHORD : Centre for the History of Retailing and
Distribution.
５６）History of Retailing and Consumption , Routledge.
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の奥（倉庫や展示室，店舗関係者の居住空間な
ど）も含めた空間，個々の店舗の集まり，都市
におけるそれらの配置，相互の関係に注目する
ことである。もう一つは，小売店舗の物理的な
空間や配置だけでなく，人々の実践・交渉・領
有を通じて形成される社会的文化的環境として
の消費空間を考えることである。
第一点については，既述のとおり，部分的に
は長い１８世紀の消費史・都市史研究者がすでに
成果をあげつつある。消費とレジャーが相互に
作用しあう「買い物空間」がいかに形成される
か，ということを個別事例に即して明らかにす
る実証研究がいくつか見られるからである５７）。
ここでいう買い物空間は，店舗という物理的空
間に加え，店主と顧客がカウンターを中心に作
り出す社会的・文化的相互交渉を含むと同時に，
店舗が集中する買い物通りや区画という物理的
空間と，そこをウィンドーショッピングやその
他の目的で歩き回る人々が作り出す社会的・文
化的空間をも含む。「買い物空間」という見方
からは，販売と購買という経済的交換の場とし
ての店舗だけでなく，商品の購入決定に至るプ
ロセスを含む店主と客の相互のやりとりがクロ
ーズアップされる。そこでは，小売店での販売
方法や商品だけでなく，小売りや消費の動機や
メンタリティにも目を向ける必要性が出てくる。
顧客にとっての買い物とは，金銭と時間を使う
場であり，商品の質や価格を判断するビジネス
の場でもあるが，同時に社会的な場でもあり，
楽しみの場でもある。店主や客仲間との社交を
通じ自分の社会的地位を確認し，アイデンティ
ティを形成したり，商品を購入するだけでなく，
ブラウズして目の保養をするレジャー行為でも
あるのだ５８）。
だがこうした視点にとって重要なのは，個別
の店舗だけではなく，それらが集まるユニット
としての通りや区画について注目することであ
る。これについては，大陸ヨーロッパ諸国に関
してはいくつかの事例研究が出てきたが５９），長
い１８世紀におけるイギリスの小売りの場の研究
では，史料的な制約もあってほとんどなされて
いない。しかし，明らかに１８世紀後半になると，
ある程度以上の人口をもつイギリスの地方都市
の中心部には，レジャーや社交目的の人々が利
用する専門小売店が集積するポライトな商業地
区―買い物通りやショッピングエリア―が誕生
しつつあった６０）。これらは洗練された消費文化
を象徴し，都市の誇りやアイデンティティの根
拠ともなる買い物空間である。こうした商業地
区の代表格は，全国の都市に存在するハイ・ス
トリートである。例えばイースト・アングリア
の中規模な中世都市キングス・リンでも１８世紀
後半，ハイ・ストリートに店舗が集中した。そ
こには服地商や服飾小物商，帽子屋などの衣料
品関係の店舗や輸入雑貨や加工品を扱う食料雑
貨商をはじめとする奢侈的流行商品の販売に特
化した高いステータスの小売業者が集中した。
この通りは，都市住民だけでなく，周辺の農村
や小都市のジェントリや商工業者らをひきつけ
る，外に開かれた競争的な場所であった。類似
の商品を売る複数の店舗が近接することは，消
費社会化する都市の消費者の新しい行動様式に
対応するものであった。そこには客を引き寄せ
るための店舗同士の競争があり，消費者にとっ
ては比較と選択が可能となる空間の提供を意味
した。
個々の店舗は，長い１８世紀が進むにつれ，顧
客を限定せず開放的な近代的特徴をもちあわせ
るように変化していった。とはいえ，店主や得
意客が作り出すプライベートな性格は維持され
る部分も強かったのに対し，そうした個別の店
５７）Stobart（１９９８）,（２０１２）.
５８）こうした行為は中世の頃からあったが，確立した
のは１７世紀のことである。Peck（２００５）.
５９）アムステルダムの事例は Lesger（２０１１）；アントワ
ープについては Damme & Aert（２０１４）；パリは Co-
query（２０１４）.
６０）Glennie & Thrift（１９９６）.
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舗の集積する通りや区画は，より強い公共性や
開放性が意識される場所であった。しかも小売
空間は都市内の孤立した飛び地であったわけで
はない。それはしばしば，別の公共施設や私的
な社交場などと隣り合わせていた。この時代は
都市ルネサンスの時代であり，改良の時代だっ
た。多くの都市で，小売店舗に並び，アセンブ
リ・ホールや劇場，コーヒーハウスなどレジャ
ー機能をもつ施設も周辺に集まり，複合的な小
売空間を形成する傾向があった６１）。こうした空
間の形成は地方行政府等が牽引する都市改良と
切り離すことはできない。都市ルネサンス論が
示したようなインフラやアメニティの整備・改
善，娯楽や知的サービスを提供する施設の拡充
などの都市環境の整備に関する研究の蓄積はあ
るが，それが小売店舗や施設の展開とどのよう
に連動し，実践の場としての都市空間を構成し
ていたかを明らかにすることは，これからの都
市史の課題である。
都市の顔ともいえる複合的商業・社交環境は，
都市のアイデンティティを表象し，都市のプラ
イドを外側に向けて発信する重要な場であった。
しかし，店舗が集積する通りや区画がすべて，
流行店の集積というわけではなかった。１８世紀
の小売店舗研究は奢侈品や流行品を扱う店舗に
対象が偏っているが，実際は様々なタイプの店
舗が都市には混在していたはずである６２）。キン
グス・リンの例でいえば，１８世紀末以降，ハイ・
ストリート以外の通りにも店舗の集積が見られ
るようになっていった６３）。その中でもノーフォ
ーク・ストリートはハイ・ストリートに迫る勢
いで成長し，事実，１９世紀半ばには店舗数が最
大の通りになった。しかし，ノーフォーク・ス
トリートには流行品や奢侈品を扱う店はあった
ものの，その数はハイ・ストリートには全く及
ばず，靴屋や仕立屋，パン屋，肉屋，金物商と
いった比較的生活に根づいた商品を扱う小売店
舗が多く，庶民の日常生活圏という性格を保っ
ていた。ノーフォーク・ストリート以外にも規
模は小さいが類似の性格をもつ通りはいくつか
見られたが，これらはいずれも地域住民に根づ
いた商業空間であった。これらの通りの顧客対
象は近隣の農村や小都市の人々ではなく，キン
グス・リン在住の人々であったと思われる。
１８世紀には中流層以上の住民も日常品は市場
の露店や行商人から購入することもあったし，
一般庶民がパン屋や肉屋，衣料品店，よろず屋
等の小売店で日常品を入手することも稀ではな
かった。中流層向けの店舗と銘打っているもの
の，店の裏口では庶民向けに中古品を販売して
いるような事例もある。衣料関係一つをとって
も，中上流層の非日常的なニーズを満たす流行
の先端を行く店から，仕事着や普段着を扱う店，
既製服店，そして古着店まで多層的に存在し
た６４）。そして，主要な通りに面するものから裏
通りの粗末な店，そして無店舗営業のものまで
様々であった。
これらいくつかの小売店集積の立地状況，社
会経済的特徴，相互の関係，都市社会全体の中
での位置づけは，都市史が取り組まなければな
らない課題である。とりわけ，多様な小売空間
が地域社会とどのような関係にあったかは，重
要な問題でありながら，１８世紀の小売業史の側
からはほとんど議論されてこなかった。筆者の
キングス・リンに関するパイロット・スタディ
によれば，ハイ・ストリートの小売店主は極め
６１）Stobart & Hann（２００４）, esp. Ch.４＆５.
６２）１８世紀における無店舗営業の小売業の研究は見ら
れるが，下層向けの店舗に関してはほとんど研究
されていない。また，流行品は流行の店舗だけで
販売されるものではなかった。中古品の形で販売
員の自宅や行商人，イン・タバーン，通りの非公
式な場などでも入手可能であった。Fountain（２００８）.
６３）小西（２０１５），第６章。
６４）中古の衣料は，工業化以前も工業化初期において
も，イングランドでは消費者の需要を反映してお
り，１７世紀にはすでに全国市場があったといわれ
る。Spufford（１９８４）；Lemire（１９８８）,（２００４）.
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て頻繁に交替し，しかも比較的若い世代の世帯
主が多かった。この通りは，近隣の住民よりも
むしろ，人的・社会的ネットワークを通じて都
市の境界を越えた世界に結びついていた。これ
に対し，ノーフォーク・ストリートのような通
りとそこにある店舗は，住民にとって日常生活
の中の空間であり，そこでの経験はコミュニ
ティ意識の構築につながっていったとも考えら
れる。店舗の種類や配置，経営者の入れ替わり
の頻度，小売店主の地域役職の分担などを分析
することから，小売店舗と地域コミュニティの
関連性は検証できると考えられる。この関連性
の違いによって，小売りの方法や形態にも大き
な違いがあっただろう。これを明らかにするこ
とも都市史の課題である。
都市史の側から筆者が重要と考える第二の視
点は，こうした社会的・地理的・物理的空間配
置が，人々の実践を通じてどのように領有され，
読み替えられていくか，ということである。都
市の中にいくつかの異なる性格の小売店集積が
存在したとしても，実際にはそれらが整然と棲
み分けられていたわけではなかった。ハイ・ス
トリートといっても，現実には，すぐ裏には貧
しい居住地区が隣接しており，ここの住民たち
もハイ・ストリートという特別な小売空間に自
由に出入りできた。
H.ルフェーブルが『空間の生産』で論じたよ
うに，都市の空間はそれを利用する人々の実践
により様々な機能や意味，象徴性をもつように
なる６５）。例えば店舗の並ぶ通りや各店舗は，本
来の商業的目的のためだけでなく，社交や娯楽，
社会的地位の顕示，権威や権力に対する反抗の
拠点，時には窃盗や売春などの非合法的行為の
場として利用される。ポライトな通りが形成さ
れる一方，それを邪魔する分子としてそこで動
物ゲームを行う庶民や，スリや万引きの犯罪者
が存在し，通りや場の利用者の競合が起きるの
である６６）。店舗の並ぶ通りや店舗の管理責任者
は，都市行政府であったり通りの住人であった
り店主であった。彼らは自分たちの理想や意思
に基づき規制や規則でその空間を統制しようと
するが，そこを利用する多様な人々の様々な実
践により領有され，想定外の空間に組み替えら
れることもありうる。例えば，ロンドンのアー
ケードでは，テナントの販売商品の内容や，買
い物客のしゃべり方や服装，荷物の大きさに至
る細かい規則を作り礼儀正しい秩序を守ろうと
試みたが，夜になるとそこは高級娼婦の客引き
と逢引の場になった６７）。しかしその一方で，管
理者の利益の追求に対し，利用者も利益を見出
し，一緒になって協力する事例もある。１７世紀
末のロンドンのショッピング・ギャラリーでは，
そこで売られている商品は市場価格よりも明ら
かに高く値づけされ，ギャラリー内でのマナー
や行動は規制されていた。しかし洗練された社
交の場としての買い物空間を求める消費者の実
践は，ギャラリーの管理委員会の作る表象の空
間を維持することにつながったのだ。ギャラリ
ーは小売者と消費者が共同して作った場であっ
た６８）。
以上二点から，長い１８世紀のイギリス小売業
について，都市史の側から今後の課題をあげて
みた。イギリス小売史は，もはや商業史だけで
なく，都市史，消費史，社会史，文化史，地理
学など，学際的な研究になりつつある。イギリ
スのみならず，ヨーロッパや日本，その他の国
の例との比較もなされることが望まれる。
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